
       役員改選について 

（新任）石川浩三氏・中村彰彦氏・永田かおり氏     

（退任）片岡慶正氏・芦田欣一氏・溝口弘氏 

（監査担当変更）北岡賢剛氏→三ツ浪健一氏 

「命が短くなるのに退院して良いん 

だろうか」とそんな話も聞くが、本 

人が「帰りたい、点滴したくない」と 

言うなら、それでいいんじゃないだろ 

うか。医者は本人の言うことを聞いて 

あげればいいし、家族はずっと家にい 

なきゃいけないことはないと思う。 

家族はちょっとでも生かしたいからずっとついていな

いといけないと思っているが、家にいることは本人の希

望だし、また入院したいと言えばそうすれば良い。僕は

そう思うようになりました。 

家族とコミュニケーションが取れていて、自分のことも

伝えられていて、「それでいいよ」と言ってもらえるよ

うな人生を歩んできた人は、意思を尊重してもらえる。

そうしてもらえなくても、それも含めてその人の人生。

僕はそれで良いんじゃないか、仕方ないんじゃないかと

思うようになった。人は必ず衰えて死んでいくというこ

とをわかっている人は、そんなに辛そうじゃない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

    

                               

 

 

 

 

 

 

  

      

                        

 

 

  

 

                              

                              

   

                                                                                                                                                                    

《プログラム》 

開会挨拶 越智 眞一 代表幹事 

      三日月 大造 滋賀県知事 

総  会 役員改選/平成３０年度事業報告・決算報告 

／令和元年度事業計画(案)・収支予算(案) 等 

基調講演 「最期まで目一杯生きる」 

講師：緩和ケア萬田診療所  萬田 緑平 先生 

グループワーク 「萬田先生の講演を聞いて感じたこと、 

今から実践できること」 

      各グループより発表 

総括・コメント                             

閉  会 

平素は、「医療福祉・在宅看取りの地域創造会議」へのご理解・ご協力ありがとうございます。 

８月 25 日（日）に開催いたしました「令和元年度医療福祉・在宅看取りの地域創造会議総会・研修会」には、ご多忙中にもかかわ

らず 83 名の方にお越し頂き、お陰をもちまして盛会のうちに無事終えることができました。誠にありがとうございました。皆様にと

りましても、実のある総会・研修会となりましたなら幸いです。今後とも、医療福祉・在宅看取りの地域創造会議をよろしくお願いし

ます。 
令和元年度 医療福祉・在宅看取りの地域創造会議 総会・研修会 

令和元年 8月 25日（日） 14：00～17：00 於：ピアザ淡海 大会議室 

 

 

よろしく 

お願いします 

滋賀県に縁のある厚生労働省から参加いただいた皆様 

・岡野 和薫さん（厚生労働省 労働基準局 安全衛生部計画課） 

・櫻井 公彦さん（厚生労働省 社会・援護局 援護企画課） 

・田中 一樹さん（厚生労働省 社会・援護局 援護・業務課） 

・免田 圭介さん（社会保険診療報酬支払基金） 

「本人と家族が『良かったね』と思って老いと付き合っていける

ように、施策を作る側としてサポートしていきたい」「最低限の規

制をしつつも、それぞれの選択肢で生きやすい環境を作っていく

ようなことができれば良いと感じた」 

 

 

・「緩和ケア」＝「最期」というイメージがあり、抵抗感を示す患者もいる。生きるための選択肢として啓発を期待したい。 

・在宅で看取られる人が増えるためにも、看取りの体制を整える必要があると感じた。 

・家族の人間関係に、医療福祉・介護スタッフはどこまで介入できるのだろうか・・・ 

・元気なうちに最期をどうするか相談するのは難しいが、本人の思いを大切にするために、相談できるようになりたい。 

・患者の最期のシナリオは家族が描くことが多い。本人はそれをどこまで理解しているべきか。 

・すべての人が自分の最期に満足できるわけではないが、選択できることが大切だと感じた。 

・サービス提供者の理屈で、完璧なサービスを目指してはいけない。本人のやりたいことを支えるサービス、ケアが必要。 

・介護に携わる職に就いているが、つい家族の意向に影響されてしまう。本人に向き合う大切さに気づいた。 

 

県民フォーラム 

11/16（土）13：30～

16：30 

於：東近江市能登川コミュ

ニティセンター 

【記念講演】春やすこさん 

【排泄県民講座】 

彦根市立病院 

北川智美  

  さん 

医療福祉・在宅看取りの地域創造会議 事務局 

 金岡・西浦 

 
（Ｒ１．９．２６） 

本会で 9 年目を迎え、皆さんの知識はどんどん 

専門化し、途中から入られた方は違和感を感じら 

れるかもしれない。そうならないよう、常に原点に 

帰った運動を繰り広げて頂きたい。 

               越智代表幹事 

医療福祉・在宅看取りを希望通り進め

ていくことはなかなか叶わないが、そ

れを叶えるために、顔の見える関係を

作り、各専門職、地域で話し合うこと

ができるこのような会議があること

はとても心強く感じている。新しく参

画してくる方に対しても常に心を開

き、同じ目線で話し合い、これからもさ

らに充実させて頂きたい。 

萬田緑平先生 

三日月 知事 


